
（山口県）

市 政 ル ポ 山
や ま ぐ ち

口市

農
山
村
部
も
都
市
部
も
共
に
発
展
の
近
未
来

オ
ー
ル
山
口
で
目
指
す《
ふ
る
さ
と
づ
く
り
》

さ
ら
な
る
発
展
を
期
す 

「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
」の
開
始

　

日
本
の
近
代
化
に
幾
多
の
人
材
を
輩
出
し
続
け
た

旧
長
州
藩
の
藩
都
と
し
て
、
ま
た
現
代
に
お
い
て
は

山
口
県
の
県
都
と
し
て
、
圏
域
の
文
化
・
経
済
を
け

ん
引
し
て
き
た
山
口
市
は
、
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

年
の
節
目
と
も
重
な
る
本
年
度（
２
０
１
８
年
度
）か

ら
、「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
」に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
将
来
都
市
像
は

「
豊
か
な
暮
ら
し 

交
流
と
創
造
の
ま
ち 

山
口
〜
こ

れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
だ
〜
」と
い
う
も
の
だ
。

　

２
０
０
５
年
に
旧
山
口
市
と
旧
吉
敷
郡
４
町
（
小

郡
町
、
秋
穂
町
、
阿
知
須
町
、
徳
地
町
）
の
１
市
４

町
の
対
等
合
併
に
よ
り
発
足
し
た
新
生
・
山
口
市

（
２
０
１
０
年
に
は
阿
武
郡
阿
東
町
を
編
入
合
併
）

は
、
合
併
３
年
目（
２
０
０
７
年
）に
、「
ひ
と
、
ま
ち
、

歴
史
と
自
然
が
輝
く 

交
流
と
創
造
の
ま
ち 

山
口
」

と
い
う
将
来
都
市
像
を
掲
げ
る「
山
口
市
総
合
計
画
」

（
実
施
期
間
２
０
０
８
年
度
〜
２
０
１
７
年
度
）を
策

定
し
て
い
る
。

　

こ
の
第
一
次
の
総
合
計
画
は
合
併
後
の
一
体
化
に

基
盤
を
置
き
つ
つ
、
広
大
な
全
21
地
区
の
特
長
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
自
治
の
確
立
を
掲
げ
る

な
ど
、
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
新
市
建
設
計
画
《
新

県
都
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
》
を
ベ
ー
ス
に
構
成
さ
れ

て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
」（
実
施

期
間
２
０
１
８
年
度
〜
２
０
２
７
年
度
）
で
は
、
第

一
次
の
総
合
計
画
の
成
果
を
継
承
す
る
形
で
、
見
直

し
、
強
化
・
発
展
さ
せ
た
《
八
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
》
を
基
本
計
画
に
掲
げ
て
い
る
。
第
二
次
総
合

計
画
に
掲
げ
ら
れ
た《
八
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

は
、
次
の
通
り
だ
。

［
①
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
／
②
個
性
と
安
心

の
21
地
域
づ
く
り
／
③
教
育
・
子
育
て
な
ら
山
口
／

④
働
く
・
起
業
な
ら
山
口
／
⑤
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

観
光
な
ら
山
口
／
⑥
健
康
長
寿
の
ま
ち
／
⑦
安
全
安

心
の
ま
ち
／
⑧
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
］

　

こ
の
「
第
二
次
山
口
市

総
合
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
、

山
口
市
で
は
本
年
度
予
算
を
「
オ
ー
ル
山

口
の
発
展
元
年
予
算
」
と
命
名
し
た
。
第
一
次

の
総
合
計
画
か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
第
二

次
の
総
合
計
画
が
開
始
さ
れ
る
２
０
１
８
年
度
は
、

前
述
の
よ
う
に
明
治
維
新
１
５
０
年
の
節
目
に
も

当
た
る
。
こ
の
節
目
の
時
に
当
た
っ
て
、「
第
二
次

山
口
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
山
口
市
の
ま
ち
づ
く

り
が
、
合
併
か
ら
13
年
目
を
迎
え
て
い
よ
い
よ
、

渡
わたなべ

辺純
すみただ

忠
山口市長
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将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
具
体
的
、
か
つ

本
格
的
に
始
動
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
山
口
市
は
合
併
に
よ
り
、
広
大
な
中
山
間
地
・
農

山
村
部
を
含
む
県
内
最
大
の
面
積（
約
１
０
２
３
㎢
）

を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
都
市
の
中

で
も
上
位
に
当
た
る
面
積（
全
国
の
都
市
で
は
21
位
、

県
庁
所
在
都
市
で
は
４
位
に
相
当
）に
な
っ
た
半
面
、

人
口
は
全
国
の
県
庁
所
在
都
市
で
は
３
番
目
に
少
な

い
約
19
万
５
千
人
で
す
。
面
積
が
広
大
な
割
に
人
口

が
少
な
い
た
め
、
人
口
密
度
は
全
国
の
県
庁
所
在
都

市
の
中
で
は
一
番
下
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
地
道
な
ま
ち
づ
く
り
が
奏
功
し
て
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
は
人
口
が
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
の
総
合
計
画
で
は
農
山
村
部
に
暮
ら
す

方
々
も
、
中
心
市
街
地
・
都
市
部
に
暮
ら
す
方
々
も

含
め
て
、
山
口
市
民
の
皆
さ
ま
が
お
し
な
べ
て
豊
か

さ
を
具
体
的
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
渡
辺
純
忠
・
山
口
市
長
は
合
併
後

の
初
代
市
長
と
し
て
、
新
生
・
山
口
市
の
市
政
を
一

貫
し
て
け
ん
引
し
、
現
在
４
期
目
に
入
っ
て
い
る
。

第
一
次
の
総
合
計
画
か
ら
第
二
次
の
総
合
計
画
へ
と

引
き
継
が
れ
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
、
渡

辺
市
長
が
就
任
以
来
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
情
熱

を
傾
け
て
い
る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
「
広
域
県

央
中
核
都
市
づ
く
り
」と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②「
個
性
と

安
心
の
21
の
地
域
づ
く
り
」だ
。

魅
力
的
な
県
都
を
目
指
す 

県
央
中
核
都
市
づ
く
り

　

山
口
市
の
現
在
抱
え
る
最
大
の
地
域
課
題
は
、
全

明治維新150周年のメインイベント「山口ゆめ花博」

山口市
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国
の
都
市
と
同
様
、
少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
を
い

か
に
抑
制
す
る
か
に
あ
る
。

　

前
出
の《
八
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》も
、
最
終

的
に
は
何
ら
か
の
形
で
こ
の
人
口
減
少
の
抑
制
に
連

動
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
渡
辺
市
長
が
よ
り
情

熱
を
傾
け
る
「
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
山
口
市
本
体
の
発
展
に
も
不
可
欠

で
あ
る
と
同
時
に
、
県
都
山
口
市
と
し
て
も
、
圏
域

の
文
化
・
経
済
の
発
展
を
け
ん
引
す
る
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
「
山
口
県
の
現
在
の
人
口
は
約
１
３
６
万
８
千
人

で
す
。
山
口
市
が
合
併
し
た
２
０
０
５
年
度
に
は

１
４
９
万
人
強
で
し
た
か
ら
、
こ
の
13
年
間
は
毎
年

１
万
人
以
上
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
口
市
を
中
心
と
す
る
圏
域
（
山
口
市
・
宇
部
市
・

萩
市
・
防
府
市
・
美
祢
市
・
山
陽
小
野
田
市
に
島
根

県
津
和
野
町
を
加
え
た
山
口
県
央
連
携
都
市
圏
）
の

人
口
は
そ
の
う
ち
約
60
〜
70
万
人
で
、
圏
域
内
の
自

治
体
だ
け
で
県
人
口
の
約
半
分
に
匹
敵
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
山
陽
新
幹
線
・
新
山
口
駅
（
旧
小
郡
駅
、

小
郡
地
区
）
に
は
山
陽
本
線
お
よ
び
新
山
口
駅
が
起

点
と
な
る
山
口
線
（
島
根
県
津
和
野
・
益
田
方
面
に

連
絡
）、
宇
部
線
（
阿
知
須
・
宇
部
方
面
に
連
絡
）
が

接
続
し
て
い
ま
す
し
、
全
国
の
主
要
都
市
と
つ
な

が
っ
て
い
る
山
口
宇
部
空
港
か
ら
新
山
口
駅
ま
で
は

車
で
30
分
と
、
ま
さ
に
交
通
の
要
衝
で
す
。
山
口
市

で
は
従
来
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
再
開
発
と
併

せ
、
こ
の
新
山
口
駅
周
辺
を
再
開
発
し
て
い
く
こ
と

で
、
小
郡
地

区
の
活
性
化

を
図
る
と
と

も
に
、
旧
山

口
市
の
中
心

部
と
合
わ
せ

た
『
広
域
県

央
中
核
都

市
』
の
創
造

を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
」

（
渡
辺
市
長
）

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
県
都
づ
く
り
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
付
け
ら
れ
た
《
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く

り
》は
、
旧
山
口
市
地
区
に
お
け
る《
山
口
都
市
核
づ

く
り
》
と
新
山
口
駅
周
辺
の
《
小
郡
都
市
核
づ
く
り
》

に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
の
う
ち《
山
口
都
市
核
づ
く
り
》の
主
要
事
業
と

し
て
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
機
能
す
る
市
役
所
の

新
本
庁
舎
整
備
事
業
、（
仮
称
）多
世
代
交
流
・
健
康

増
進
拠
点
施
設
の
整
備
事
業
、
密
集
地
の
居
住
環
境

整
備
を
図
る
中
心
市
街
地
住
環
境
総
合
整
備
事
業
、

市
内
で
は
初
の
黄
金
町
地
区
に
お
け
る
再
開
発
事
業

（
い
ず
れ
も
第
一
次
の
総
合
計
画
か
ら
の
継
続
事
業
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た《
小
郡
都
市
核
づ
く
り
》で
は
、
新
山
口
駅
の

新
幹
線
口
と
し
て
従
来
機
能
し
て
き
た
南
口
駅
前

の
広
場
を
再
整
備
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
事
業

（
完
成
予
定
・
２
０
１
９
年
度
）と
、
山
口
県
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

新山口駅北口前で建設が始まった産業交流拠点施設整備事業

小郡都市核の中心として期待される新山口駅北口

山口県の名湯・湯田温泉のシンボルは白狐（JR湯田温泉駅前）
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山口市　市 政 ル ポ

（山口県）

開
始
さ
れ
た
産
業
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
、
す
な
わ

ち
駅
北
地
区
拠
点
施
設
整
備
事
業
が
同
様
に
挙
げ
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
両
都
市
核
づ
く
り
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
事
業

と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
２
０
１
９
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
す
湯
田
Ｐ
Ａ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
化
だ
。
中
国
自
動
車
道
に
設
け
ら
れ
て
い

る
湯
田
Ｐ
Ａ
は
文
字
通
り
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
機

能
し
か
な
い
。
こ
の
場
所
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
広
島
方
面

か
ら
の
山
口
市
街
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
改
善
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
山
口
市
の
中
心
街
と
小
郡
市
街

（
新
山
口
駅
方
面
）の
間
に
新
た
な
交
通
結
節
点
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
波
及
効
果
は
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
計
り
知
れ
な
い
。

　

山
口
市
の
人
口
は
合
併
当
初
の
19
万
９
千
人
強
を

ピ
ー
ク
に
、
現
在
は
約
19
万
５
千
人
へ
と
微
減
し
て

い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
２
０
１
５
年
か
ら
は
増
加

に
転
じ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
う

し
た
積
極
的
か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
都
市
核
づ
く

り
へ
の
期
待
や
、
そ
れ
に
付
随
し
て
顕
在
化
し
つ
つ

あ
る
企
業
誘
致
の
成
功
に
よ
る
雇
用
の
場
の
増
大
な

ど
、
各
種
施
策
の
効
果
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
、

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
県
央
部
の
広
域
圏
（
山
口
県
中
央
連
携
都
市

圏
域
）を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

例
え
ば
２
０
２
１
年
７
月
〜
12
月
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
《
周
遊
型
博
覧
会
》
の
準
備
事
業
と
し
て
、

２
０
１
８
年
度
当
初
予
算
に
３
千
万
円
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

併
存
す
る
都
市
的
生
活
と 

魅
力
的
な
田
舎
生
活

　
「
こ
の
事
業
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
強
化
を

主
要
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
圏
域
内
の
７
市
町
の
地

域
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
圏
域

内
で
常
時
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
企
画
な
ど
を
実
践

し
、
２
０
１
７
年
度
実
績
の
５
割
増
し
に
当
た
る
、

外
国
人
旅
行
者
だ
け
で
も
30
万
人
の
圏
域
来
訪
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
圏
域
の
地
場
産
業
の
活
性
化
や
後
継
者
不
足

の
対
策
事
業
、
産
学
官
に
金
融
機
関
を
加
え
た
連
携

推
進
事
業
、
新
事
業
創
出
や
起
業
支
援
、
事
業
承
継

支
援
に
向
け
た
各
種
事
業
な
ど
に
も
７
市
町
で
密
接

に
連
携
し
て
い
く
予
定
で
す
」（
渡
辺
市
長
）

　

こ
う
し
た
周
辺
地
域
と
連
動
し
た
広
域
的
な
活
性

化
は
、
魅
力
的
な
県
都
を
目
指
す
広
域
県
央
中
核
都

市
づ
く
り
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
、
前
出
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
②「
個
性
と
安
心
の
21
地
域
づ
く
り
」に
つ

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

老若男女に人気のある農山村部の豊かな田園風景

日本にキリスト教を最初にもたらしたフランシスコ・サビエル（ザビエル）ゆか
りの「山口サビエル記念聖堂」
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全
国
有
数
の
市
域
を
持
つ
山
口
市
に
は
、
個
性
豊

か
な
21
の
地
域
が
あ
る
。
だ
が
広
大
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
都
市
部
と
山
村
部
の
人
口
の
偏
在
化
も
著
し

い
。
合
併
後
、
山
口
市
の
市
域
の
約
57
％
を
占
め
る

旧
徳
地
町
・
旧
阿
東
町
周
辺
エ
リ
ア
の
過
疎
化
は
特

に
進
ん
で
い
る
が
、
数
値
的
な
過
疎
化
か
ら
は
推
し

量
る
こ
と
の
で
き
な
い
各
地
域
の
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を
増
幅
す
る
た
め

の
基
盤
整
備
を
行
い
、
人
口
転
出
超
過
の
抑
制
を

図
っ
て
い
る
。

　
「
中
山
間
地
域
や
市
域
周
辺
部
を
振
興
す
る
た
め
、

具
体
的
に
は
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
総
合
支
所
の

権
限
を
強
化
し
、
地
域
が
主
体
的
に
使
い
道
を
決
定

で
き
る
交
付
金
や
財
源
の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
順
次
建
て
替
え
・
整
備
す
る
と
と
も
に
、
若
者
た

ち
の
ふ
る
さ
と
回
帰
や
定
住
化
支
援
の
た
め
の
施
策

も
今
後
、
さ
ら
に
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
」

　

冒
頭
で
ご
紹
介
し
た「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
」

の
将
来
都
市
像
に
あ
る
「
こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
だ
」

と
い
う
文
言
に
は
、
現
代
の
若
者
た
ち
が
抱
く
ふ
る

さ
と
回
帰
の
思
い
へ
の「
受
け
皿
」に
な
り
た
い
と
い

う
山
口
市
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
大
都
市
圏

に
転
出
し
て
い
っ
た
地
元
出
身
の
若
者
た
ち
に
は
Ｉ

タ
ー
ン
を
促
し
、
山
口
市
に
は
地
縁
が
な
く
と
も「
魅

力
的
な
田
舎
」
に
定
住
し
た
い
と
考
え
て
い
る
若
者

た
ち
に
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
魅
力
的
な
田
舎
」

像
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
、
地
道
に

実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
の
表
れ
で
あ
る
。

　

山
口
市
が「
こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
だ
」と
表
現
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
の
根
底
に
は
、
山
口
市
出

身
の
詩
人
・
中
原
中
也
が
自
ら
の
生
き
方
と
、
詩
作

を
通
じ
て
終
生
表
現
し
続
け
た「
故
郷
そ
の
も
の
や
、

故
郷
の
人
々
な
ど
へ
の
複
雑
な
思
い
」
が
意
識
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
実
際
、
中
原
中
也
は
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
に
、
故
郷
や
家
族
へ
の
疎
ま
し
さ
を
書
い
た

が
、
そ
の
背
景
に
は
尽
き
せ
ぬ
故
郷
へ
の
恋
し
さ
が

内
包
さ
れ
て
も
い
た
、
と
い
う
の
が
定
説
だ
。

　
「
中
也
が
生
き
た
明
治
時
代
の
伝
統
が
息
づ
く
故

郷（
地
方
都
市
）は
、
都
会
に
憧
れ
る
若
者
か
ら
見
た

ら
旧
弊
で
窮
屈
な
場
所
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
そ
う
し
た
か
つ
て
大
都
会
に
憧
れ
た
若
者

た
ち
に
と
っ
て
の
堅
苦
し
い
故
郷
で
は
な
く
、
都
市

的
生
活
も
大
自
然
も
存
分
に
楽
し
め
る
現
代
の
《
ふ

る
さ
と
》、
大
都
市
生
活
に
疲
れ
た
現
代
の
若
者
た

ち
を
優
し
く
受
け
入
れ
る《
ふ
る
さ
と
》で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
渡
辺
市
長
）

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
例
え
ば
山
口
市
の
中
山
間

地
で
も
最
も
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
一
つ
、

萩
市
と
島
根
県
津
和
野
町
に
隣
接
す
る
阿
東
地
区
を

「
便
利
な
田
舎
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
全
国

発
信
し
て
い
る
。

　

阿
東
地
区
は
リ
ン
ゴ
や
梨
、
阿
東
牛
な
ど
多
く
の

湯田温泉の中心部にある「中原中也記念館」

明治10年創業、長州・山口県出身の偉人に愛された料亭「菜香亭」（現在は山口市菜香亭＝
多目的施設）
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名
産
品
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
中
国
山
地
に
囲
ま

れ
た
風
光
明め
い
び媚
な
環
境
と
、
古
民
家
の
立
ち
並
ぶ
落

ち
着
い
た
町
並
み
の
集
落
が
連
続
す
る
地
域
と
し
て

も
旅
人
の
人
気
を
集
め
て
い
る
が
、
過
疎
化
の
流
れ

は
な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
山
口
市
の
中

心
部
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
山
口
線
で
40
分
の
近
距
離
に
あ
る

こ
と
か
ら「
便
利
な
田
舎
」と
発
信
。
田
舎
暮
ら
し
を

希
望
す
る
中
高
年
世
代
だ
け
で
な
く
、
最
近
は
若
者

た
ち
の
関
心
を
も
引
き
付
け
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

発
展
元
年
か
ら
未
来
創
造
へ
の
リ
レ
ー

　

山
口
市
へ
の
そ
う
し
た
関
心
は
、
明
治
維
新
か
ら

１
５
０
年
の
節
目
と
な
っ
た
２
０
１
８
年
を
通
じ

て
、
さ
ら
に
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
２
０
１
８

年
は
４
月
か
ら
11
月
に
か
け
、
山
口
県
内
各
地
に
お

い
て
明
治
維
新
１
５
０
年
を
記
念
す
る
各
種
の
事
業

が
展
開
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
中
で
も

幕
末
に
藩
庁
が
置
か
れ
、
全
国
の
維
新
の
志
士
た
ち

が
集
ま
っ
た
山
口
市
で
は
《
第
35
回
全
国
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
・
山
口
ゆ
め
花
博
》
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
た
め
、
に
ぎ
わ
い
は
と
り

わ
け
大
き
か
っ
た
。

　
「
藩
士
た
ち
の
宿
泊
所
と
も
な
り
、
桂
小
五
郎
や

高
杉
晋
作
、
久
坂
玄
瑞
、
伊
藤
博
文
な
ど
の
名
だ
た

る
志
士
た
ち
が
集
っ
た
十じ
っ
ぽ
う
て
い

朋
亭
に
、
吉
田
松
陰
の
実

兄
・
杉す
ぎ

民み
ん
じ治

が
私
塾
を
開
い
た
杉
私
塾
、
長
州
の
豪

商
と
し
て
維
新
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
萬
代
家
の
主

屋
な
ど
を
一
体
的
に
整
備
し
直
し
た
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム『
十
朋
亭
維
新
館
』な
ど
に
も
多
く
の
旅
行
者
が

訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
萩
・
津
和
野
な
ど

の
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
で
連
携
す
る
地
域
を

含
め
た
広
域
的
な
ツ
ア
ー
な
ど
も
活
発
に
実
施
さ

れ
、
明
治
維
新
＝
長
州
藩
＝
山
口
市
お
よ
び
山
口
県

の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市

内
21
地
域
の
多
様
な
魅
力
も
発
信
で
き
、
好
感
度
も

相
当
に
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
」（
渡
辺
市
長
）

　

実
際
、
山
口
県
全
域
で
実
施
さ
れ
た
明
治
維
新

１
５
０
年
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
は
、「
幕
末

維
新
回
廊
」
と
い
う
共
通
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下

に
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
実
施
さ
れ
、
山
口
市
を
中

心
と
す
る
圏
域
の
結
束
の
高
さ
を
も
改
め
て
発
信
さ

れ
た
と
、
関
係
各
方
面
か
ら
の
評
価
が
高
い
。

　

迎
え
た
今
年
（
２
０
１
９
年
）
は
、
山
口
市
が

１
９
２
９（
昭
和
４
）年
に
市
制
施
行
し
て
か
ら
90
年

の
節
目
に
当
た
る
。
そ
し
て
取
材
後
の
２
０
１
８
年

12
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
２
０
１
９
年
度
当
初
予
算

の
名
称
は
、「
つ
な
ぐ 

未
来
創
造
予
算
」だ
っ
た
。「
第

二
次
山
口
市
総
合
計
画
」
初
年
度
の
２
０
１
８
年
に

発
信
さ
れ
た「
オ
ー
ル
山
口
の
発
展
元
年
予
算
」の
精

神
は
、
２
０
１
９
年
「
つ
な
ぐ 

未
来
創
造
予
算
」
の

精
神
へ
と
着
実
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。

　

自
ら
が
歴
史
的
主
役
の
一
翼
を
担
っ
た
明
治
維
新

１
５
０
年
の
翌
年
、
平
成
時
代
か
ら
新
た
な
元
号

に
つ
な
が
る
歴
史
的
に
意
義
深
い
年
で
も
あ
る

２
０
１
９
年
に
加
速
し
よ
う
と
す
る
、
山
口
市
の
未

来
創
造
に
向
け
た
歩
み
を
今
後
と
も
注
視
し
て
い
き

た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

２
０
１
８
年
11
月
21
日
）

メディアアートの企画展示、図書館、美術館など高感度な複合施設「山口情報
芸術センター」

維新の志士が集った十朋亭（現・十朋亭維新館）
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